
（第三種郵便物認可）２０２５年３月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

伝統芸能を身近に感じてみませんか？

申込は協会（06-6568-7731）まで

初心者でも大丈夫！
歌舞伎の魅力体験ツアー

　

皆
さ
ん
の
保
険
医
協
会
に

入
会
す
る
理
由
は
ど
の
様
な

も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

充
実
し
た
学
術
講
習
会
に

魅
力
を
感
じ
た
り
、
歯
科
医

師
会
に
比
べ
は
る
か
に
安
い

入
会
金
で
保
険
制
度
改
正
な

ど
の
情
報
が
得
ら
れ
た
り
、

年
金
や
休
業
補
償
制
度
に
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
入
会
コ
ス
パ

が
良
い
事
も
大
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
保
険
医
協
会
の
本

当
の
存
在
意
義
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

医
療
格
差
を
是
正
し
、
患

者
の
受
療
権
を
守
り
な
が
ら

我
々
歯
科
医
師
の
権
利
と
生

活
を
守
る
事
で
、
保
険
医
療

制
度
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
今
の
保
険
制
度
が

我
々
の
歯
科
医
療
を
正
当
に

評
価
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

今
の
保
険
点
数
は
適
正
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　

理
不
尽
な
保
険
制
度
に
縛

ら
れ
て
不
満
だ
ら
け
で
は
な

い
で
す
か
？

　

歯
科
医
療
自
体
が
斜
陽
産

業
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

経
済
的
理
由
で
治
療
を
中

断
し
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん

は
い
ま
せ
ん
か
？

　

お
か
し
い
事
だ
ら
け
な
の

に
、
個
人
の
声
は
ど
こ
に
も

届
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
大
阪

府
歯
科
保
険
医
協
会
に
は
４

０
０
０
人
を
超
え
る
会
員
が

い
ま
す
。
多
数
の
声
に
な
れ

ば
、
行
政
も
無
視
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
我

々
歯
科
医
師
も
患
者
さ
ん
も

よ
り
良
い
医
療
提
供
体
制
を

望
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
改
善
策
を
保

険
医
協
会
で
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

　

協
会
は
、
初
心
者
向
け
の

歌
舞
伎
体
験
ツ
ア
ー
を
７
月

６
日
（
日
）
に
医
科
協
会
と

共
催
し
ま
す
。
歌
舞
伎
の
歴

史
や
見
ど
こ
ろ
を
学
び
な
が

ら
、
本
格
的
な
舞
台
を
楽
し

め
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

当
日
は
観
劇
前
に
松
竹
社

員
に
よ
る
歌
舞
伎
の
解
説
が

行
わ
れ
ま
す
。
歌
舞
伎
の
成

り
立
ち
や
役
者
の
特
徴
、
舞

台
演
出
の
魅
力
な
ど
、
初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
阪
松

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

雇 

用 

相 

談
　

３
月
27
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

法 

律 

相 

談
　

４
月
７
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税 

務 

相 

談
　

４
月
16
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

４
月
５
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　

②
講
演　

午
後
７
時
〜

会
場　

エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
泉
佐
野

　
　
　

２
階
会
議
室
（
泉
佐
野
市
若
宮
町
６
‐
３
）

講
師　

 

首
藤
敦
史
氏
（
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

70
人

開
業
医
が
知
っ
て
お
き
た
い
お
薬
の
話
―
お
薬
手
帳

を
上
手
に
読
み
解
く
―

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
泉
州
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
29
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　

②
講
演　

午
後
７
時
〜

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　

第
１
会
議
室

　
　
　

（
堺
市
堺
区
田
出
井
町
２
‐
１
）

講
師　

林
宏
和
氏
（
中
央
区
開
業
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

明
日
か
ら
始
め
る
口
腔
機
能
低
下
症
の
診
断
・
管
理

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

４
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

前
田
茂
氏
（
東
京
科
学
大
学
歯
科
麻
酔
学
分
野
教
授
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

※
保
育
の
お
申
込
み
は
10
日
前
ま
で
。
ま
ず
は
お
電
話
下
さ

い
。

歯
科
医
院
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
４
月
度
生
涯
研
修
（
無
料
保
育
対
象
）

日
時　

３
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

枝
広
あ
や
子
氏
（
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
専
門
副
部
長
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

※
保
育
利
用
は
10
日
前
ま
で
に
要
申
込
み
（
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
）

認
知
症
の
人
を
食
べ
る
に
導
く
食
支
援
を
考
え
る

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
３
月
度
生
涯
研
修
（
無
料
保
育
対
象
）

日
時　

４
月
５
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
４
時
45
分
〜

　
　
　

②
講
演　

午
後
５
時
15
分
〜

会
場　

Rental Space

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の

　
　
　

（
河
内
長
野
市
本
町
24
‐
１
南
館
２
階
）

講
師　

吉
田
裕
志
氏
（
住
之
江
区
開
業
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

24
人

※
お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

社
保
講
習
会
―
こ
の
点
数
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

竹
座
へ
移
動
し
、
歌
舞
伎
を

鑑
賞
し
ま
す
。

　

幕
間
に
は
幕
ノ
内
弁
当
を

食
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

観
劇
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
「
梅
雨
小
袖
昔

八
丈
」
は
、
江
戸
の
侠
客
と

永
田
篤
（
茨
木
市
）

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

町
人
の
世
界
を
描
い
た
人
情

劇
で
見
ど
こ
ろ
が
多
い
で

す
。

　

東
洋
陶
磁
美
術
館
が
あ
る

中
之
島
は
、
江
戸
時
代
の
初

め
に
大
阪
を
代
表
す
る
大
商

人
、
淀
屋
常
安
が
開
発
を
進

め
、
全
国
か
ら
米
を
は
じ
め

と
す
る
珍
し
い
物
資
な
ど
が

集
ま
り
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ

れ
る
経
済
の
中
心
地
だ
っ

た
。

　

当
時
の
中
之
島
は
現
在
の

大
阪
市
中
央
公
会
堂
の
あ
た

り
が
東
端
だ
っ
た
そ
う
。
現

在
の
よ
う
に
中
之
島
が
天
満

橋
ま
で
伸
び
た
の
は
、
大
正

時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

だ
。
東
側
は
大
川
の
運
ぶ
土

砂
が
地
形
を
形
成
し
て
い

き
、
明
治
時
代
に
は
そ
の
造

成
地
に
温
泉
や
料
亭
が
開
業

し
て
い
た
。

　

東
洋
陶
磁
美
術
館
の
場
所

に
は
、
明
治
29
年
に
煉
瓦
造

り
の
洋
風
ホ
テ
ル
が
建
設
さ

れ
、
明
治
38
年
に
は
建
物
の

東
部
分
を
在
阪
有
力
銀
行
の

協
議
会
で
あ
る
大
阪
銀
行
集

会
所
が
事
務
所
を
開
設
。
以

降
、
何
度
も
火
災
に
遭
い
、

大
阪
ホ
テ
ル
は
大
正
13
年
に

中
之
島
か
ら
撤
退
。
大
阪
銀

行
集
会
所
は
大
正
11
年
に
建

物
を
改
築
し
、
老
朽
化
に
よ

る
建
替
え
を
機
に
移
転
し

た
。
そ
の
後
15
年
以
上
が
経

過
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、

東
洋
陶
磁
美
術
館
で
あ
る
。

　

東
洋
陶
磁
美
術
館
は
、
大

阪
市
に
寄
贈
さ
れ
た
世
界
的

に
有
名
な
「
安
宅
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
や
「
李
秉
昌
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
な
ど
の
寄
贈
品
を

核
と
し
た
収
蔵
品
を
基
礎

に
、
東
洋
陶
磁
器
の
調
査
研

究
、
保
存
伝
承
、
収
集
展

示
、
教
育
普
及
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
２
０
２
４
年
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

現
在
に
至
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
見
ど

こ
ろ
は
、
何
と
言
っ
て
も

「
自
然
採
光
展
示
」
で
あ

る
。
陶
磁
器
は
色
々
な
光
を

反
射
し
、
見
え
方
も
大
き
く

変
わ
る
の
が
特
徴
だ
。
展
示

ケ
ー
ス
に
天
窓
が
あ
り
、
自

然
光
が
陶
磁
器
の
本
来
の
色

合
い
や
質
感
を
持
た
せ
る
。

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
展

示
ケ
ー
ス
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
も
自

然
光
に
近
い
高
演
色
の
照
明

に
一
新
さ
れ
て
い
て
、
世
界

屈
指
の
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
回
転
台
付
き
の
展
示
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
世
界
初
の
設

備
だ
そ
う
だ
。
さ
ら
に
免
震

台
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
貴

重
な
作
品
を
守
る
仕
様
が
素

晴
ら
し
い
。
鑑
賞
後
は
、
川

面
を
眺
め
な
が
ら
く
つ
ろ
げ

る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
、
人
気

の
収
蔵
品
を
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
あ
し
ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
イ
テ
ム
で
鑑
賞
の
余
韻
に

浸
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

東
洋
陶
磁
美
術
館
と
中
之

島
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、

東
洋
の
陶
磁
器
の
魅
力
を
堪

能
で
き
る
美
術
館
で
あ
る
。

 

（
新
聞
部
・
矢
部
あ
づ
さ
）

中
之
島
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

関
西
関
西

17

ガラス張りのエントランスと異なる色調の陶器質タイルが張られた外観

東
洋
陶
磁
美
術
館

東
洋
陶
磁
美
術
館

日時　７月６日（日）午前９時45分～午後３時
会場　 Ｍ＆Ｄホール（大阪府保険医協同組合会館５Ｆ）、 

大阪松竹座
定員　30人
費用　１等席２万円（お弁当付）
締切　５月26日（月）
協会会員特典　通常22,000円の１等席を特別価格で！
※ ５月26日以降のキャンセルは参加費全額のキャンセル料
が発生します。
スケジュールスケジュール
９：45～10：30　松竹社員によるわかりやすい歌舞伎解説
－大阪松竹座へ移動－
11：00～15：00　七月大歌舞伎を観劇
※幕間に幕ノ内弁当で一服

演目の詳細
はコチラ↓




